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1.はじめに

コミュニケーションは人間が基本的な生活を行うために

は必須であるが,末期ALSなど残存機能が極端に少ない重

度肢体不自由者日を支援する実用的なコミュニケーション装置
[2]-[5]は少ない.本研究では, 8方向視線移動と随意瞬目時の

眼電図(EOG)を検出し,スクリーンキーボードにおけるカーソル

移動を任意に行う文字入力インターフェースを開発した. EOG
を用いることでローコストで(/現川化が可能となる.視線の

妨げとならず,艶物感を減らす'一王を配慮し、 3電極2チャンネ

ルを単極誘導で計測した.

2.実験方法

銀/塩化銀電極を,利き目の前額部,こめかみ,耳菜に
貼付し,耳菜の電極を基準とした.単極誘導で検出したチ
ャンネルをCh.V, Ch.H　とした.生体計測時のドリフト特
性を避けるため、交流増幅を用いた. 0.53-10Hzのアナ
ログバンドパスフィルタを施した後,サンプリング周波数
IOOHzでA/D変換し,チャンネル間での解析処理により意
図情報を生成した.
眼球運動と意図情報の関係を図1に示す.入力により発

生した活動電位が閉値を条件通りに越えた際に意図情報を
出力した. 8方向の視線移動(上,下,左,右,右上,右
下,右下,左下　左上)と随意瞬目を検出して9値の意図
情報を生成した.眼球偏移角度を300　以上,視線移動時
間を1秒前後にし,自然視による誤作動を削減した.
本システムの性能は開催に影響されるため,適切な闇値

を設定する必要がある.予備入力として,ディスプレイ上
に表示した指示に従って,視線移動と瞬目の活動電位を取
得し,自動閉値設定処理で最適な閉値と解析区間長を決定
した.
システムの実用性を検討するため,健常被験者3名でス

クリーンキーボードを用いて文字入力実験を行った.入力
は被験者各自のペースで行った.

3.結果・考察

文字入力実験を行った結果,被験者の意思伝達率は概ね
90%であった.誤作動の主な原因は,不随意瞬目が様々なタ

イミングと電位で発生することに起因していた.ほどんどの
不随意瞬目はCh.Hで電位変動を起こさないため, 「Up」時

の電位変化と不随意瞬目時の電位変化は類似していた.不
随意瞬目時の電位変化は鋭い特徴を持つため,鋭さを時間

閥値として設けて誤作動を軽減した.今後,解析処理及び
自動間借設定処理を見直すことで,精度をより改善できる

と考えられる.

図1　眼球運動とEOGと意図情報の関係

本研究では,簡易なシステムの適応処理で意思伝達率の高
い,文字入力インターフェースを開発した.本システムは,臨床

的な場面において実用的であるといえる.
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